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平成 28年度第 1年次（総合科学科第 23期生）担任団





ルハイ スクール (SG H) の目標であるグローバル人材の育成に向けて取り組んできた。本稿ではその 1年
間の取り組みについて報告する。





































































最終日 ：班別発表会 ・クラス対抗レク ・カレー作り
＜夕食後の活動＞




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































F) Let's compare Canada and Japan's Canned「oods!
G) what should be careful in school tri p?-from 
hjstory~ 
H) カナダ先住民の民族衣装について
］） Canadian life sty le 
J) Difference between Japan and Canada ,..__,From an 
interesting ] ow~ 
K) カナダの宗教
L) カナダ人の娯楽（ホームステイ先周辺）


















































































































































































































































































































4: そう思う 3:ややそう思う 2あまりそうは思わない 1: そうは思わない
コミュニケーション・キャンプ事前アンケート
1 2 3 4 5 
新しい学校やク まわりの人と気 勉強するとき、 人に言われてで
コミュニケー ショ
ラスでうまくやっ 楽に話し、仲良 目標を設定して はなく、自分で
ン・キャンプに行
ていけるか不安 くなることができ 集中して取り組 考えて行動して
くのが楽しみだ
を感じている る んできた いる
3.09 3.23 2.76 2.71 2.87 
コミュニケーション・キャンプ事後アンケート
1 2 3 4 5 
新しい学校やク 活動班や生活 サイレント学習 人に言われてで
コミュニケー ショ
ラスでうまくやっ 班の人と仲良く では集中して取 はなく、自分で
ンキャンプは楽
ていけるか不安 なることができ り組むことがで 考えて行動でき
しかった
を感じている た きた た
2.31 3.83 3 72 3.83 3.38 
-0.78 0.6 0.96 1.12 0.51 
コミュニケーション・キャンプ事前アンケート










3.27 3.18 2.77 3.26 3.27 
コミュニケーション・キャンプ事後アンケート








3.55 3.46 3.08 3.05 3.62 









































































































































第ーターミナル AC利用 (B組 ・D組）
第ニターミナル Jし利用 CA組 ・C組）
2017 
年 1成田空港発 118:35 JL018 出国手続き後、空路バンクーバーへ
3/9 I I 
1 9:00 AC004 • • ・・・・・・日付変更線・・・・・・・・
入国手続き後、バスにて市内観光
（木） バンクーバー空港着 1 Q:35 専用バス リッチモンドセンターのフードコートで自由昼食、
バンクーバー 1 0:40 スタンレーパーク（写真撮影）バンクーバー水族館、
ホストファミリーとのミーティングポイント








メイプルリッジ 09:00 スりー ル｝＼、、ス学校出発
バンクーバ -110:30 ー ブリティッシュコロンビア大学到着
1 1 :oo UBC講師によるレクチャー（講義形式）
1 1: 5 0 UBC学生との交流（生徒 10名： UBC学生 1名）
3/ 1 O I I 1 2 : 3 0 キャンパス内にて昼食（ランチ BOX持参）
（金）
1 4: 1 5スりール}¥"ス ESし生徒はキャピラノ見学 課題研究生徒は
,..__,15:30 I Iバスの中でのオリエンテーション UBCで引続き
概要を説明後、自由見学 聞き取り調査




3 I~~)l Iメイブルリッジ I終 日
3/i 2 
4 I c日） lメイプルリッジ l終 日
メイプルリッジ 109:00
くホームステイ泊＞
ホストファミリーと過こす休日 I朝： 0 
昼： 0
くホームステイ泊＞ 夕： 0




生徒 10名に対して講師 1名＋バティ 2名





















メイフルリッジ 09:00 現地校教室で語学研修 ESLクラス 50分X3時間
生徒 10名に対して講師 1名十バディ 2名














メイフルリッジ 09 00 現地校教室で語学研修 ESしクラス 50分X3時間
生徒 10名に対して講師 1名＋バディ 2名
1 3:00 入リー）v I¥ .スAコース・ アートギャラリー
～ 館内を自由見学
1 7.00 Bコース フォートラングレー
ワークシートを利用してスカベンジャーハント、散策









3/16 ／＼ンクー／＼一 1 1 :oo 専用バス バスでバンクーバー市内のホテルヘ 朝： 0
8 （木） 1 2 00 ホテルに荷物おいてバンクーバー市内班別自主研修 昼 :x
ホテルのバンワットで全員が集まっての夕食
夕 ゜1 g・30 <EMPIREしANDMARK日〇丁ELVANCOUVER泊＞
バンクーバー o7:oo 朝食後バンクーバー主席領事講演会
r-...,9:00 一度お部屋に戻り出発準備
3/17 1 o・oo 専用バス クラスごとにバスに乗車、空港へ向けて出発 朝〇， （金） 昼 x
1 1 00 バンクーバー空港到着 タ機内
バンクーバー空港発 1 4 1 0 Jし017
1 4 50 AC003 出国手続き後、空路成田へ
3/18 
10 （土） 成田空港着 1 5・35 J L017 到着後、入国手続き 朝．機内









3/13 Gコース グうゾビ）げイ切卜｀ 、・グうり切幻・加l;-/1゜ りー介 的： 0




















バスで移動し、フェリーでバンクーバーに戻ってくる 朝 ゜3/15 昼Gコース ．国境・フォートラングレー・キャピラノ 夕 ．〇7 （水） ・ワークシートを利用してスカベンジャーハント、散策
・バスの中でのオリエンテーション、バスを降りて
最初に概要を説岨後、自由見学
生徒6名に対して講師 1名＋バティ 1名
バス 1台で移動する
くホームステイ泊＞
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